
III-8 凛悌J繭烈平面ひず
｀
み試験機卜よる翼ガレ α婦ゥ欧友杵佐

…
名七鷹二ぶ大学大朔

夕菫く、るいふ下ス
リ
|てミ,ス髪ヤ堆渡させ1督もな釣ケ″誡料t湊紹々 蕪まに、

推 の々幻えで切ウム つヽ翻輸のガ∩バ累をるカウ沐`イ4梨t卜.スは、新ト

ト熱イい卜3主たヵを烈腋(萩荷寸ろ■●子白ひずみヴ験滋縫風いて、この腋

ヴ体をイカス輿次、塀a」味ゞ力́ た(鮨=ノ9`κ%2)条件下でせ`が竹kホ。

得ら仏ホた力。いずみ関係、残潟櫛匹lt媚鮒讀くよる累力性“ 響を,雛着l(京わ

tているが、者卜滞圧卜の発断費面と済動面(Mo♭hzed Pほne)のなす白友(り
′
)

lt渚目tス整遊:すると、い ¢■ヽフ
′
‐封tて蜘 ド増わするのがみ

|れな。

1 、 熱 勧 酵

ユす図-1トホすよう卜、業燻人態の豊浦けを5層の金颯をもつ白パィプの
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